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東京大学　海外留学・国際交流プログラム報告書（超短期プログラム用）

卒業・修了後の就職（希望）先：

②ビザの手続き（ビザの種類、申請先、手続きに要した時間、ビザ申請にあたってのアドバイスなど）

韓国では90日以内の滞在ではビザが原則不要。

ソウル国立大学。毎年夏期長期休暇にサマープログラムを開催。

参加した動機

学部3

参加の準備

二月ごろ、書類を提出。予想以上に提出期限が早く焦った。3月に東京大学からの推薦を得る。

①プログラムの参加手続き（手続きにあたってのアドバイスなど）

参加プログラム： ソウル国立大学

1. 研究職

7. その他（　　　　　　　　　　）

2. 専門職（医師・法曹・会計士等）

3. 公務員 4. 非営利団体

5. 民間企業（業界：      ）　 6. 起業

東京大学での所属学部・研
究科等：

文学部

２０１７年　８月　２５日

担当教員に相談する。学部に留学届を出したほかは特別な手続きを行わず。

③医療関係の準備（出発前の健康診断、常備薬、予防接種等）

大学の寮に入るためには予防接種を受けたという証明書が必要。母子手帳などを参照し、本郷のトラベルクリ
ニックにて不足していた予防接種をうけ、証明書を発行してもらった。

④保険関係の準備（加入した海外旅行傷害保険・留学保険等）

国際交流課に手配された付帯海学を利用。

⑤プログラム参加にあたって東京大学の所属学部・研究科（教育部）で行った手続きなど（履修・単位・試験・論
文提出等に関して）

派遣先大学の概要

ある程度海外に滞在し異文化を体験したかったから。有名大学のサマープログラムであれば世界中からの学生
と交流できると考えたため。

International Summer Institute
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⑥学習・研究以外の活動（スポーツ・文化活動、ボランティア・インターン、週末や長期休暇の過ごし方など）

③今後参加を考えている学生へのメッセージ・アドバイス

積極的に参加して多くのことを学んでほしいと思う。

その他

①準備段階や留学中に役に立ったウェブサイト・出版物

特になし。

②その他東京大学のホームページ・出版物等に掲載してよい留学中の写真があれば添付してください。

プログラムを振り返って

①プログラムの意義、参加を通じて成長したこと、その他留学を通じての所感

プログラム全体は比較的自由度の高い物であり、その分期中の過ごし方も学生それぞれであった。もう少し英
語を学んでから参加するべきであったかとの後悔もある。

②参加後の予定

プログラムを通じて学んだことを生かし、学業などに取り組んでいきたい。

申し分ない。

⑤奨学金（受給していた場合は、支給機関・支給額・見つけた方法など）

Jasso奨学金

ソウル市内や郊外の観光。

派遣先大学の環境について

①参加学生へのサポート体制（語学面・学習面・生活面・精神面でのサポート等）

申し分ない。

②大学の設備（図書館・スポーツ施設・食堂・PC環境等）
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